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目 的　 食 生 活 の 変 化 に 伴 い 日 本 人 の 油 脂 摂 取 量 は 増 加 し て お り,     IS 肪 の 酸ｲﾋ に よ り

生 じ る 過 酸 化 脂 質 は 種 々 の 疾 病 の 原 因 や 老 化 現 象 と 関 連 す る こ と が 報 告 さ れ て い る。

ま た，食 品 中 の 過 酸 化 脂 質 が 生 体 に 吸 収 さ れ る こ と が 明 ら か に さ れ て き て お り ， 食 品

中 に 含 ま れ る 過 酸 化 物 の 生 体 内 にお け る 蓄 積 が 問 題 と 考 え ら れ る 。 さ ら に ，It 質 の 酸

化 に 伴 い 抗 酸 化 剤 で　あ る ビ タ ミ ン Ｅ の 減 少 も 問 題 と 考 え ら れ る 。 そ こ で ， 本 研 究 で

は ，魚 類 特 に 脂 肪 量 が 多 く･A  酸 化 物 量 の 高 い と 思 わ れ る 魚 の 干 物 と ひ き 肉 等 に つ いて，

脂 質 の 酸 化 度 と ビ タ ミ ンE    含 量 を 測 し た 。

方 法　 試 料 は 電 動 ミ ル で 粉 砕 し，そ の 一 定 量 を 用 い ホ ル ヒ 法 に よ り 脂 質 を 抽 出 し た。

抽 出sa 質 の 過 酸 化 物 価（ Ｐｏｖ ）は レ ー 法 改 良 法 に よ り, ま た 酸 価 は（ Ａｖ ）は 基 準 油 脂

分 析 法 に よ り 測 定 し た 。 ビ タ ミ ン Ｅ は 食 品 中 の ト コ フ ェ ロ ー ル 同 族 体 定 量 法（ＨＰＬｃ）

に よ り 測 定 し た 。

結 果 ① 煮 干A    （ 袋 入 り で 無 添 加 シ ー ル 付 き），煮 干B  （ 袋 入 り） 煮 干 し 粉 ｃ に つ い て開

封 直 後 と3.5 ヵ 月 目 と に 測 定 し た。放 置 時 間 経 過 に よ り Ｐｏｖ　，AV　 は 高 い 値 を 示 し ，

V    E   量 は 減 少 し た 。中 に はV    E 量 は ほ と ん ど 変 わ ら ず 合 成 保 存 料 の 使 用 が 伺 え る 物 も

あ っ た 。 ②　 干 物 は ５ 店 舗 か ら 購 入 し た 開 き あ じ とV    E の 多 い 子 持 ち し し ゃ も に つ い

X 測 定 し た と こ ろ Ｐｏｖ ，Ａｖ は 購 入 場 所 に よ る 差 が 認 め ら れ た 。 ③　 ひ き 肉 は Ｐｏｖが

低 く ，冷 凍 庫 （ 家 庭 用 ） で の2-4 週 の 保 存 に よ る 変 化 は み ら れ な か っ た 。
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［ 目 的 ］ 中 国 茶 は 、 生 産 地 区 や 製 造 方 法 に よ っ て 数 多 く の 種 類 を 有 し 、 消 費 者 ニ ーズ の 多

様 化 と も 相 ま っ て 多 種 多 様 な も の が 輸 入 さ れ 、 嗜 好 飲 料 と し て 我 々 の 食 生 活 に 浸 透 し て き

て い る。 ま た、 近 年 で は 抗 腫 瘍 性 、 抗 酸 化 性 、 コレ ス テ ロ ール 濃 度 上 昇 抑 制 作 用 、 抗 菌 活

性 な ど 多 く の 薬 理 効 果 が あ る こ と が 知 ら れ よ う に な り 、 保 健 飲 料 と し て の 面 も 持 つ よ う に

な っ て き て い る 。 今 日 の 健 康 志 向 を 考 え る 時 、 需 要 は さ ら に 伸 び 、 中 国 茶 の 飲 用 は ま す ま

す 増 加 す る も の と 予 想 さ れ る こ と か ら 、 各 種 成 分 の 検 討 は 重 要 だ と 思 わ れ る 。

特 に 、 重 金 属 は そ の 種 類 や 含 有 量 に よ っ て 有 益 に も 有 害 に な り 、 人 体 へ の 影 響 も 大 き く

安 全 性 は も ち ろ ん 、 各 元 素 の 供 給 源 と し て の 可 能 性 も 探 る こ と が で き る も の と 考 え る 。

今 回 、 市 販 中 国 茶 を 用 い 、 各 種 元 素 に つ い て 検 討 を 行 い 、 若 干 の 知 見 を 得 る こ と が で き

た の で 報 告 す る 。

［ 方 法 ］ 市 販さ れ て い る 中 国 茶 の 茶 葉20  g を 用 い 、 衛 生 試 験 法 に よ る 乾 式 分 解 法 に よ り 試

料 溶 液を 作 成 し た 。 ま た 、 一 部 の 中 国 茶 に つ い て は 浸 出 液 を 作 成 し た。　こ れ を ジ ャ ーレ ル

ア ッ シ ュ 製 の 原 子 吸 光 装 置 を 用 い 、Kg,     Hn,    Fe,    Zn,    Ni,    Ca,    Cdに つ い て 定 量’し た 。

［ 結 果 ］ 茶 葉 中 の 各 元 素 の 含 有 量 は 、Mg: 1200 ～4380 μg,    Kn:　421~  1660 μg,    Fe :　104～

981 μg,    Zn: 21 ～　102μg,    Ni : 2. 23～21 μg,    Ca I　855~5250 μg,   Cd : 0. 15～　0. 5μgで あ っ

た 。 茶 浸 出 液 中 の 各 元 素 の 含 有 量 は 、Mg : 8. 30~　22. 79,    Mn : 2. 34~　10. 57μg,    Fe : 0. 10
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49 μg,    Zn ： 0. 17～0.56/ig.     Ni ： 0. 03~  0. 20iig,    Ca ： 0. 33~ 4. 75 りg,    Cd ： 検 出 限 界 以 下

っ た 。


